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２㹀㸮㸳 

ㅮ₇題目 
 

⏘⏘連ᦠによるඹ同研究㛤発࡬の࢓ࣇジー・ࣇロント・エンドࣔデルの㐺用 

ؐ ዎ⣙情報を用いての᳨ド ؐ 
 

 （Ḉ井ඞᕫ、ྡྲྀ㝯㸦❧࿨㤋大学ۑ

 

㸯㸬はじめに 

本₇題は、࢓ࣇジー・ࣇロント・エンド・ࣔデルのඹ同研究㛤発㸦⏘⏘連ᦠ）࡬の㐺用

に関するものである。研究㛤発のᡂྰをᕥྑする大きな要因に、㛤発╔手時にしっかりと

した事๓᳨ウを㋃まえて㐍めているかྰかがᏑᅾする。㛤発が動きだしてからの㌶㐨ಟ正

を重ࡡながら㛤発ᡂ果がᕷ場でのᡂຌ࡬たどり╔くのは⮳㞴の業であり、事๓の「࢓ࣇジ

ー・ࣇロント・エンド」のẁ㝵での十二分な᳨ウはᚲ㡲である。特にඹ同研究㛤発におい

ては、」ᩘの⊂❧した⤌⧊が行動をඹに㐍めるものであり、ᙜ事者間の調ᩚもᚲ要となる

ことから、このẁ㝵での十分な᳨ドの重要性は、༢⊂での㛤発にẚして大きい。 

ところで、࢓ࣇジー・ࣇロント・エンドのẁ㝵において⥾結する「ඹ同研究㛤発ዎ⣙」

等のዎ⣙内容㸦ዎ⣙情報）には、࢓ࣇジー・ࣇロント・エンド活動の充ᐇᗘが཯ᫎされて

いる。しかし、ᚑ来、ዎ⣙情報を対象とした研究事౛は࡯とࢇどない。そこで、ዎ⣙情報

を調査データとして活用し、事業化のᡂຌ・୙ᡂຌとの関連性を᳨ドしたい。௒ᅇの研究

は、R&D のᡂຌ☜⋡䜢高䜑䜛た䜑の䜂䛸䛴の䜰プ䝻ー䝏䛸し䛶ά用でき䜛䛸⪃䛘䛶䛔䜛䚹 

 

㸰㸬⏘⏘連ᦠによるඹ同研究㛤発の重要性 

௻業の「中央研究ᡤの⤊↉」がㅻࢃれてから᪤にかなりの時間が⤒過している。⏘業構

造のኚ化、事業部ไ࡬の⛣行などにより、௻業の「自๓主⩏」は方向㌿᥮がᅗられるにな

ってからもஂしい。また、㏆年は「࢜ープンイノ࣋ーࣙࢩン」の重要性が⏘ᐁ学からもኌ

が上がっている。こうした流れの中でඹ同研究㛤には、自社にないᢏ⾡等を活用できるⅬ

や 1社での研究㛤発費負担の軽減といった࣓リットがあり、その重要ᗘは増大している。 

このඹ同研究㛤発に関しては、⏘学㸦ᐁ）連ᦠがここ㸯㸮年ὀ目されてきている。特に

2004年のᅜ❧大学の⊂❧行ᨻ法ே化௨㝆は、⏘学連ᦠによるイノ࣋ーࣙࢩンの可能性につ

いての研究が多く㐍められている。 

しかし、現ᐇの௻業のඹ同研究㛤発による連ᦠの大部分は௻業間によるものであり、௻

業の研究㛤発費に༨める大学とのඹ同研究㛤発費は⣙ 1㸣⛬ᗘである。௻業にとってඹ同

研究といえࡤᅽಽ的多ᩘは௻業間による⏘⏘連ᦠによるඹ同研究であるのがᐇ情である。

もっとも⏘⏘連ᦠによるඹ同研究㛤発は㢖⦾に行ࢃれているが、༢⊂㛤発とは異なり自社

だけの㒔合で㐍められないことから、相手方との考え方の㐪いが㛤発を㐍めてから㟢࿊す

る場㠃が生じるなど、そのデ࣓リットもあり、᭷ຠに機能している事᱌ࡤかりではない。

௻業にとって⏘⏘連ᦠによるඹ同研究㛤発の重要性について␲いはないとはいえ、⏘⏘連

ᦠによるඹ同研究㛤発をどのようにᥦᦠをしたらᡂຌの確⋡が高められるかはᴟめて重要

な࣏イントである。⏘⏘連ᦠによるඹ同研究㛤発は、༢に௻業の研究ᢏ⾡㛤発にとって重

要なのではなく、日本の⏘業⏺のᅜ㝿的な➇தຊにとっても最重要な課題である。 

  

㸱㸬࢓ࣇジーࣇロントエンドࣔデル 

ロントエンドࣔデルとは、1991ࣇジー࢓ࣇ 年に Smith&Reinertsen の୧Ặが࢓ࣇジー・
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要なのではなく、日本の⏘業⏺のᅜ㝿的な➇தຊにとっても最重要な課題である。 

  

㸱㸬࢓ࣇジーࣇロントエンドࣔデル 

ロントエンドࣔデルとは、1991ࣇジー࢓ࣇ 年に Smith&Reinertsen の୧Ặが࢓ࣇジー・

1998年に、ࡳロント・エンド(Fuzzy Front End)をᥦၐしたことを➃に研究が㐍ࣇ Khurana

と Rothenthalの୧Ặにより࢓ࣇジー・ࣇロント・エンド・ࣔデルが構築された。同ࣔデル

による理論は、࢓ࣇジー・ࣇロント・エンドẁ㝵での୙確ᐇ性の低減がᡂຌ⋡を高めると

されるものである。この理論は「ၟရのアイデア๰造と評価・分析ၟရ」から「コンセプ

トと〇ရ㛤発計画❧᱌」にཬࡪプロセスの重要性が♧されている。  

㸯とࢬー࢙ࣇから構ᡂをされ㸪ࢬー࢙ࣇロント・エンド・ࣔデルは㸳つのࣇ・ジー࢓ࣇ 

  ロント・エンドẁ㝵と定⩏されているࣇせてࢃ㸰を合ࢬー࢙ࣇ

 

 ࢬー࢙ࣇロント・エンド・ࣔデルの㸳つのࣇ・ジー࢓ࣇ

ࢬー࢙ࣇ 㸲ࢬー࢙ࣇ 㸱ࢬー࢙ࣇ 㸰ࢬー࢙ࣇ 㸯ࢬー࢙ࣇ 5 

ၟရのアイデア

๰造と評価・分

析 

ၟရコンセプト

とၟရ㛤発の計

画❧᱌ 

ၟရ㛤発 発ヨసရసᡂ 

とテスト 

生⏘㸪ᕷ場࡬ 

のၟရᢞධ 

高ᶫಟ・㛗ᖹᙲ夫「プロࢲクト・イノ࣋ーࣙࢩンにおける Fuzzy Front End 理論に関する研究」㸦2003） 

᳃田Ὀᬸ「ၟရ㛤発におけるアイデア๰造とコンセプト構築に関与するᴫ念間の関ಀ性」㸦2009）より 

  

Khurana と Rothenthalの୧Ặは㸪このࣔデルにおいて「アイデア๰造」と「ၟရコンセ

プト構築」を㛤発プロセスにおいて明確に分け㸪その関ಀを考察した。࢙ࣇーࢬ㸯は、ᕷ

場やᢏ⾡分析㸪アイデア๰造とアイデアのアセス࣓ントが行ࢃれる。 ࢙ࣇーࢬ㸰は、ࢽー

やᕷ場セグ࣓ントそして➇合の定⩏㸪中心となる〇ရ要件の定⩏㸪ᢏ⾡評価㸪コンセプࢬ

トテスト㸪プロジ࢙クトを行う上でᚲ要な資源の特定そしてリスクの特定が行ࢃれる。 ࣇ

࢙ーࢬ㸯と࢙ࣇーࢬ㸰のẁ㝵までをࣇロントエンドẁ㝵と఩⨨づけており、このẁ㝵での

୙確ᐇ性の低減がၟရ㛤発のᡂຌ⋡を高めることに╔目している。 

 

㸲㸬࢓ࣇジーࣇロントエンドとඹ同研究㛤発 

ඹ同研究㛤発においても「࢓ࣇジー・ࣇロント・エンドでの念ᐦな᳨ウ」と「研究㛤発

のᡂຌ⋡」は୧社は正の関ಀにあると考えられる。༢⊂での研究㛤発は、ุ᩿主యが 1 社

であるから、௬に㛤発╔手ᚋに㛤発の対象や方向性、㛤発のつᶍなどのኚ᭦をవ൤なくさ

れた場合࡬の対ᛂはẚ㍑的容᫆である。しかし、ඹ同研究㛤発においては、」ᩘの⊂❧し

た⤌⧊が行動をඹに㐍めることからそうした状ἣのኚ化、㛤発の㐍展により新たに新指᥹

できた状ἣ࡬の対ᛂには研究㛤発࡬の参画者全ဨの同意がᚲ要となり、そうした状ἣ࡬の

対ᛂは容᫆ではない。こうしたことからඹ同研究㛤発に㝿しては「࢓ࣇジー・ࣇロント・

エンド」のẁ㝵での十分な᳨ドの重要性は、༢⊂での㛤発にẚして大きいということがで

きる。 

 

㸳㸬ඹ同研究㛤発とዎ⣙について 

ඹ同研究㛤発に㝿しては、ᙜ事者間のዎ⣙行Ⅽがᚲ㡲の環境にある。༢⊂による研究㛤

発は、自らの自⏤に㐍められるが、ඹ同研究㛤発の場合は➨୕者との関ಀが発生すること

から、自ᕫの㒔合だけでは㐍められない。また、」ᩘᙜ事者間にᶒ฼と⩏務が発生するこ

とから」ᩘᙜ事者間の調ᩚのᚲ要も生じる。そこで、ඹ同研究㛤発を行うに㝿しては、㛤

発に╔手する๓ẁ㝵で「⛎ᐦ保持ዎ⣙」や「ඹ同研究㛤発ዎ⣙」を⥾結し、㛤発の⤊஢ẁ

㝵で「㛤発ᡂ果のྲྀりᢅいዎ⣙」㸦「ඹ同出㢪のྲྀりᢅいዎ⣙」となる場合もある）を⥾結

するのが通ᖖである。  

ዎ⣙に関して、大学等は一定の範ᅖのỴまりに沿ってዎ⣙行Ⅽを㐍めるᚲ要性が高いこ

とから、ዎ⣙の⥾結⋡は高い。もっとも、Ṥどがྛ大学等が用意している㞮ᆺにᚑうこと
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になり、ಶ々の事᱌にᛂじた対ᛂはྲྀり㞴い状ἣにある。しかし、現ᐇの事᱌ではどれ一

つとして全く同じ⫼景・環境・᮲件ということは᭷り得ない。どの事᱌もその⫼景・環境・

目的等はす࡭てが異なる。また、一定の㞮ᙧが᭷るᙜ事者にとっては㐺したものであった

としても他のඹ同研究㛤発の参画者にとっても同時に最㐺であるということも᭷り得ない。

ᚑって、ඹ同研究㛤発を㐍めるにあたっては、ᙜヱ事᱌がඹ同研究㛤発の参画者にとって

重要な事᱌であれࡤある⛬、୧者の意向を┒り㎸ࡳ、୧者の意向を┒り㎸ࡳᙜヱ事᱌にᛂ

じたዎ⣙内容とすることが行ࢃれている。 

こうした⫼景から⏘⏘連ᦠにおいては、ᚲ然的にྛ事᱌にᛂじたバリエーࣙࢩンはᖜᗈ

くなる。ዎ⣙内容の項目自యにඹ通性はあっても、ྛ項目の内容はಶ々の事᱌にᛂじたዎ

⣙内容として対ᛂしている。 
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ၟရのアイデア
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ၟရコンセプト
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⛎ᐦ保持ዎ⣙の

⥾結ẁ㝵 

ඹ同研究㛤発ዎ

⣙の⥾結ẁ㝵 

 㛤発ᡂ果のྲྀり

ᢅいዎ⣙の‽ഛ

ẁ㝵 

㛤発ᡂ果のྲྀり

ᢅいዎ⣙の⥾結

ẁ㝵 

ロンࣇジー࢓ࣇ

トエンドẁ㝵 

ロンࣇジー࢓ࣇ

トエンドẁ㝵 

㛤発ึᮇẁ㝵 㛤発中ᮇẁ㝵 㛤発⤊ᮇẁ㝵 

 

㸴㸬ඛ行の研究について 

ロント・エンドにࣇ・ジー࢓ࣇ、ロント・エンドにおける研究についてはࣇ・ジー࢓ࣇ

おいては全యの㛤発㔞ཬ࣎ࡧトルネックのᢕᥱ、ᰂ㌾性が重要であることの᳨ド㸦2003年㸸

高ᶫಟ・㛗ᖹᙲ夫）や࢓ࣇジー・ࣇロント・エンド活動は、ᚑ来語られているようなࢽー

、（志向でなくᢏ⾡志向となっており、また、それが᭷ຠことの指᦬㸦2009年㸸Ḉ井ᩗ୕ࢬ

ၟရ特性による㐪いを研究㸦2010年㸸᳃田Ὀᬸ）などが㐍められており、ᢏ⾡的な㠃の᳨

ウが重要とされているഴ向がᙉい。 

ロント・エンド活動をඹ同研究㛤発との関連で᳨ドされたものは見ᙜたらࣇ・ジー࢓ࣇ

ず、ዎ⣙内容との関連性を研究しているものも見ᙜたらない。なお、ඹ同研究㛤発とዎ⣙

との関ಀについて、⏘学連ᦠに関してはアンケート調査を行っている౛がある。これは⏘

学連ᦠを෇⁥に㐍めるにはどうしたらよいかのどⅬから行ࢃれている。 

 

㸵㸬リࢧーチクエスチࣙンと研究方法 

ロント・エンドẁ㝵での୙確ᐇ性の低減がᡂຌ⋡を高める㸦Khuranaࣇ・ジー࢓ࣇ と

Rothenthal）。ᚑって、⏘⏘連ᦠによるඹ同研究㛤発においてもᡂຌ⋡が高い事᱌は、࢓ࣇ

ジー・ࣇロント・エンドẁ㝵の᳨ドが十分に行ࢃれた結果がዎ⣙に཯ᫎされるはずであり、

ᙜ事者の意ᅗがዎ⣙に♧されているはずである。そこで、「⏘⏘連ᦠによるඹ同研究㛤発に

おいてᡂຌ⋡の高い㛤発事᱌は、ዎ⣙の内容がヲ⣽にྲྀりỴめられているのではないかの

ではないか」と考えてࡳた。  

 このリࢧーチクエスチࣙンに基づき、⏘々連ᦠにおける㛤発事᱌について、ྛዎ⣙のዎ

⣙᮲項を調査し、ᙜヱ事᱌のᡂຌ・୙ᡂຌの調査をేせて行うことにより、その関連性を

᳨ドすることを㐍めてࡳたい。 
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になり、ಶ々の事᱌にᛂじた対ᛂはྲྀり㞴い状ἣにある。しかし、現ᐇの事᱌ではどれ一

つとして全く同じ⫼景・環境・᮲件ということは᭷り得ない。どの事᱌もその⫼景・環境・

目的等はす࡭てが異なる。また、一定の㞮ᙧが᭷るᙜ事者にとっては㐺したものであった

としても他のඹ同研究㛤発の参画者にとっても同時に最㐺であるということも᭷り得ない。

ᚑって、ඹ同研究㛤発を㐍めるにあたっては、ᙜヱ事᱌がඹ同研究㛤発の参画者にとって

重要な事᱌であれࡤある⛬、୧者の意向を┒り㎸ࡳ、୧者の意向を┒り㎸ࡳᙜヱ事᱌にᛂ

じたዎ⣙内容とすることが行ࢃれている。 

こうした⫼景から⏘⏘連ᦠにおいては、ᚲ然的にྛ事᱌にᛂじたバリエーࣙࢩンはᖜᗈ

くなる。ዎ⣙内容の項目自యにඹ通性はあっても、ྛ項目の内容はಶ々の事᱌にᛂじたዎ

⣙内容として対ᛂしている。 

 

 とዎ⣙の関ಀのᩚ理ᅗࢬー࢙ࣇロントエンドのྛࣇジー࢓ࣇ

ࢬー࢙ࣇ 㸲ࢬー࢙ࣇ 㸱ࢬー࢙ࣇ 㸰ࢬー࢙ࣇ 㸯ࢬー࢙ࣇ 5 

ၟရのアイデア 

๰造と評価・分

析 

ၟရコンセプト

とၟရ㛤発の計

画❧᱌ 

ၟရ㛤発 ヨసရసᡂ 

とテスト 

生⏘㸪ᕷ場࡬ 

のၟရᢞධ 

⛎ᐦ保持ዎ⣙の

⥾結ẁ㝵 

ඹ同研究㛤発ዎ

⣙の⥾結ẁ㝵 

 㛤発ᡂ果のྲྀり

ᢅいዎ⣙の‽ഛ

ẁ㝵 

㛤発ᡂ果のྲྀり

ᢅいዎ⣙の⥾結

ẁ㝵 

ロンࣇジー࢓ࣇ

トエンドẁ㝵 

ロンࣇジー࢓ࣇ

トエンドẁ㝵 

㛤発ึᮇẁ㝵 㛤発中ᮇẁ㝵 㛤発⤊ᮇẁ㝵 

 

㸴㸬ඛ行の研究について 

ロント・エンドにࣇ・ジー࢓ࣇ、ロント・エンドにおける研究についてはࣇ・ジー࢓ࣇ

おいては全యの㛤発㔞ཬ࣎ࡧトルネックのᢕᥱ、ᰂ㌾性が重要であることの᳨ド㸦2003年㸸

高ᶫಟ・㛗ᖹᙲ夫）や࢓ࣇジー・ࣇロント・エンド活動は、ᚑ来語られているようなࢽー

、（志向でなくᢏ⾡志向となっており、また、それが᭷ຠことの指᦬㸦2009年㸸Ḉ井ᩗ୕ࢬ

ၟရ特性による㐪いを研究㸦2010年㸸᳃田Ὀᬸ）などが㐍められており、ᢏ⾡的な㠃の᳨

ウが重要とされているഴ向がᙉい。 

ロント・エンド活動をඹ同研究㛤発との関連で᳨ドされたものは見ᙜたらࣇ・ジー࢓ࣇ

ず、ዎ⣙内容との関連性を研究しているものも見ᙜたらない。なお、ඹ同研究㛤発とዎ⣙

との関ಀについて、⏘学連ᦠに関してはアンケート調査を行っている౛がある。これは⏘

学連ᦠを෇⁥に㐍めるにはどうしたらよいかのどⅬから行ࢃれている。 

 

㸵㸬リࢧーチクエスチࣙンと研究方法 

ロント・エンドẁ㝵での୙確ᐇ性の低減がᡂຌ⋡を高める㸦Khuranaࣇ・ジー࢓ࣇ と

Rothenthal）。ᚑって、⏘⏘連ᦠによるඹ同研究㛤発においてもᡂຌ⋡が高い事᱌は、࢓ࣇ

ジー・ࣇロント・エンドẁ㝵の᳨ドが十分に行ࢃれた結果がዎ⣙に཯ᫎされるはずであり、

ᙜ事者の意ᅗがዎ⣙に♧されているはずである。そこで、「⏘⏘連ᦠによるඹ同研究㛤発に

おいてᡂຌ⋡の高い㛤発事᱌は、ዎ⣙の内容がヲ⣽にྲྀりỴめられているのではないかの

ではないか」と考えてࡳた。  

 このリࢧーチクエスチࣙンに基づき、⏘々連ᦠにおける㛤発事᱌について、ྛዎ⣙のዎ

⣙᮲項を調査し、ᙜヱ事᱌のᡂຌ・୙ᡂຌの調査をేせて行うことにより、その関連性を

᳨ドすることを㐍めてࡳたい。 

ある会社の⏘々連ᦠを㐍めた事᱌を対象として、100 ⛬ᗘの事౛ᩘを調査したいと考えている。な

お、「ᡂຌ」とはᐇ用化まで₈ぎ╔けられたものをᡂຌと఩⨨௜けて᳨ドするண定である。 

ලయ的には௨ୗの項目について、࢓ࣇジー・ࣇロント・エンドẁ㝵でのዎ⣙においてᐇ

用化との関連性調査を᳨ウしている。  

� 研究㛤発対象の特定㸦どの⛬ᗘ、ලయ的に特定されているか） 

� 研究ᐇ᪋対象の⣽目の᭷↓  

� ᡂ果のྲྀりỴめ  

� ௻業化᮲項の᭷↓  

� 研究㛤発スケジࣗールの᮲項の᭷↓  

� 㛤発の分担についての᮲項の᭷↓  

これらの᮲項のつ定内容をྛ項目ࡈとにᩘ್化を行い、ᐇ用化ᡂྰとどのような関連性

を持っているかについて、ᅇᖐ分析を行うことをண定している。 

 

 ඹ同研究㛤発に㝿しても࢓ࣇジー・ࣇロント・エンドẁ㝵が重要であるはずであるが、

୙確ᐇ性低減のためのດຊがዎ⣙行Ⅽにどの⛬ᗘ཯ᫎされているのか、また、どのような

᮲項がᐇ用化のᡂຌと῝い関ಀを持っているかは調査を㐍めてࡳなかれࢃࡤからない。 

しかし、得られた結果を᳨ドすることによって、࢓ࣇジーࣇロントエンドẁ㝵で重要な

活動はఱなのかについて、ᾋかࡧ上がらせることが可能となり、また、R&D のᡂຌ☜⋡䜢

高䜑䜛た䜑の䜂䛸䛴の䜰プ䝻ー䝏䛸し䛶ά用でき䜛のではないかと考えている。  

௨上 

 




